
 情報交換：年間3回。研究者、行政、企業等が様々な分野で話題提供とその後に意見交換（リアルとWeb）
 現地視察：年間2回。ニュータウン地域を訪問し見学（情報交換もあり）
 地域との意見交換：年間2回。ニュータウン内連合自治会等と地域課題の意見交換（ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ等も含む）

1.物的環境が健康づくりに与える影響
2.暮らしを支える仕組みに関する研究
3. ICTを活用した健康づくりの実証
4．well being（幸福度）の地域別比較
5．社会参加とコミュニティづくり

Recent Activities

Research Area

郊外ニュータウンに住み続けるための健康まちづくりと
Well being（主観的幸福感）に関する研究

(教授・田中晃代, t-akiyo@socio.kindai.ac.jp) 
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